
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

笑
顔

で
つ
なごう みんな

の未

来
へ

香
美

町合
併

周年周年

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

１０

香美町過疎地域自立促進計画を策定

平成 21 年度決算

新型インフルエンザワクチンの接種について

役場各課などからのお知らせ　　ほか

－さらなる融和と交流を目指して！－
香美町合併 5周年記念

第 3回香美町長杯小代健康公園グラウンド・ゴルフ大会

　9月 4日、小代健康公園で行われた同大会には町内 24 チーム 130 人

が参加。選手は晴天の中、プレーを通じて交流を深めました。

　上位の成績は次のとおりです。（敬称略）

1位 中村一治（長板ＧＧ同好会）、2位 古家敏夫（新町チーム）、3位 

福井修一（湯舟川チーム）、4位 越中良治（日本海香住）、5位 稲尾正美（あ

すなろＢチーム）、6位 橘栄治（日本海香住）、7位 山本昭夫（香住漁火

チーム）、8位 長瀬正勝（川会ＧＧ同好会）、9位 田中敏行（おじろビオ

トープクラブ）、10位 大林国雄（新町チーム）

67
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む

な
か
、
社
会
を
取
り
巻
く
状
況
は

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
著
し
い
人
口
減
少
な
ど

に
よ
り
活
力
が
低
下
し
て
い
る
地

域
は
、
集
落
の
存
続
さ
え
危
ぶ
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
人
口
減
少
率
や
高
齢
化
率

な
ど
の
基
準
か
ら
、
全
国
で
７
７

６
市
町
村
を
過
疎
地
域
（
香
美
町

過
疎
計
画
と
は
…

　

過
疎
地
域
が
過
疎
を
解
消
す
る

た
め
の
方
針
を
定
め
、
そ
の
方
針

を
現
実
化
す
る
た
め
に
行
う
事
業

を
掲
載
し
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
17
年
の
合
併
に

よ
り
町
全
域
が
過
疎
地
域
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
過
疎
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
過
疎
法

改
正
に
よ
り
新
た
に
策
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
過
疎
計
画
に
掲
載

し
た
事
業
の
う
ち
、
過
疎
対
策
事

業
債
（
地
方
債
の
一
つ
、
地
方
公

共
団
体
が
一
会
計
年
度
を
超
え
て

行
う
借
入
れ
）
を
充
て
る
も
の
に

つ
い
て
は
財
政
上
の
優
遇
措
置

（
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
国
が
地
方
交
付
税
で
交
付
）

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用

に
よ
り
、
限
ら
れ
た
町
財
政
の
な

か
で
よ
り
効
果
的
な
事
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
含
む
）
と
し
、
過
疎
か
ら
の
自

立
、
脱
却
を
推
進
す
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
昭
和
45
年
か
ら

４
次
の
時
限
立
法
に
よ
り
現
在
ま

で
総
合
的
な
過
疎
対
策
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
末
に

は
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
（
過
疎
法
）
が
失
効
し
ま
し
た
。

今
回
そ
の
過
疎
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
平
成
27
年
度
末

ま
で
の
６
年
間
、
過

疎
対
策
が
継
続
さ
れ

ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
過
疎

法
に
基
づ
い
て
、
山
・

川
・
海
の
特
色
あ
る

自
然
を
生
か
し
て
子

ど
も
た
ち
が
夢
と
希

望
を
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
、

香
美
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
（
過
疎
計

画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

過
疎
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
…

　

国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
町
の
人

口
は
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
年
）

で
３
３
７
４
５
人
（
合
併
前
の
旧

３
町
総
数
）
で
し
た
が
、
平
成
17

年
（
２
０
０
５
年
）
に
は
２
１
４

３
９
人
と
な
り
ま
し
た
（
左
図
）。

　

実
に
45
年
間
で
１
２
３
０
６
人
、

割
合
に
し
て
約
36
％
減
少
し
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
の
国
勢
調
査
で

は
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
人
口
減

少
を
食
い
止
め
、
定
住
人
口
を
確

保
し
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
策
を
講
じ

る
た
め
に
は
財
政
的
な
負
担
も
大

き
く
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源

を
最
大
限
に
活
用
し
て
効
果
を
あ

げ
る
た
め
に
、
過
疎
対
策
事
業
債

を
利
用
で
き
る
過
疎
計
画
を
策
定

し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

〜 

夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て 

〜

香
美
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

香
美
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
！

35,000
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10,000
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昭
和
35
年

昭
和
40
年

昭
和
45
年

昭
和
50
年

昭
和
55
年

昭
和
60
年

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
12
年

平
成
17
年

…人口

…高齢者比率

（資料：国勢調査）

（人） （％）

＜図 1＞町内人口推移と高齢者比率

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

▲子どもたちの未来のために…
　（町立香住幼稚園入園式　平成 22 年 4 月 8日）
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過
疎
計
画
の
基
本
方
針

　

今
ま
で
の
過
疎
対
策
な
ど
で
生

活
環
境
の
整
備
（
道
路
、
上
下
水

道
な
ど
）
は
改
善
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
少
子
・
高
齢
化
の
影
響
に

よ
り
産
業
の
低
迷
や
集
落
の
活
力

低
下
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
産
業
別
の
就
業
人
口
を

見
る
と
、
昭
和
35
年
で
１
６
９
７

５
人
で
し
た
が
、
平
成
17
年
に
は

１
０
９
２
８
人
と
な
り
ま
し
た

（
左
図
）。
特
に
農
林
水
産
業
な
ど

の
第
１
次
産
業
就
業
人
口
は
約
２

割
程
度
に
な
り
、
産
業
構
造
も
大

き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
過
疎
計
画
を

過
疎
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
ま
で
の
過
疎
対
策
で
は
社
会

基
盤
や
生
活
基
盤
な
ど
の
施
設
整

備
を
行
う
事
業
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ー

ド
事
業
の
み
が
過
疎
対
策
事
業
債

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
法
改
正
に
よ

り
産
業
振
興
、
医
療
、
教
育
な
ど

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ソ
フ
ト

事
業
も
対
象
と
な
り
、
よ
り
効
果

の
高
い
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
の
ソ
フ
ト
事
業
と

ハ
ー
ド
事
業
を
一
体
的
に
有
効
活

用
し
、
過
疎
か
ら
の
脱
却
を
目
指

し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
新
た
に
過
疎
計
画
に

掲
載
さ
れ
た
今
年
度
実
施
予
定
の

主
な
ソ
フ
ト
事
業
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
に
は
過
疎
計

画
策
定
に
伴
い
新
た
に
計
画
し
た

も
の
、
ま
た
本
年
度
に
事
業
実
施

予
定
で
し
た
が
、
過
疎
対
策
事
業

債
を
利
用
す
る
た
め
過
疎
計
画
に

掲
載
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
過
疎
計
画
は
９
月

定
例
議
会
に
関
連
補
正
予
算
と
と

も
に
上
程
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

18,000

15,000

12,000

9,000

6,000

3,000

0
昭
和
35
年

昭
和
40
年

昭
和
45
年

昭
和
50
年

昭
和
55
年

昭
和
60
年

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
12
年

平
成
17
年

（資料：国勢調査）

（人）
…第 1次産業

…第 2次産業

…第 3次産業

＜図 2＞町内産業別就業人口推移

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
産
業
や
経

済
活
動
の
底
上
げ
、
地
域
の
活
力

向
上
を
念
頭
に
お
い
て
、
次
の
方

針
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心

　

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

②
交
流
の
促
進
と
地
域
の
特
色
を

　

生
か
し
た
産
業
振
興

③
都
市
と
農
漁
村
の
交
流
促
進
に

　

よ
る
地
域
経
済
の
発
展
促
進

④
町
内
の
一
体
感
の
醸
成
と
住
民

　

参
加
の
ま
ち
づ
く
り

今
年
度
実
施
予
定
の
ソ
フ
ト
事
業

◇
産
業
の
振
興

　

農
林
水
産
業
で
は
担
い
手
不
足

や
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
支
援
組
織

の
育
成
や
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を

行
い
、
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
町
内
へ
の
誘
客
を
図
り
、

観
光
情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

・
農
地
保
全
対
策
事
業

・
畜
産
増
頭
対
策
事
業

・
水
産
加
工
業
支
援
対
策
事
業

・
魚
食
普
及
事
業

・
燃
油
高
騰
対
策
事
業

・
漁
船
建
造
等
利
子
補
給
事
業

・
高
齢
者
等
商
店
支
援
対
策
事
業

・
観
光
地
魅
力
ア
ッ
プ
支
援
対
策
事
業

・
観
光
振
興
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
事
業

・
観
光
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
使
制
作
事
業

・
観
光
振
興
対
策
事
業

・
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
・
拠
点
事
業

・
公
園
植
栽
事
業

◇
交
通
通
信
関
係
の
整
備
、
情
報

　

化
お
よ
び
地
域
間
交
流
の
促
進

　

高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
の
移

動
手
段
を
確
保
し
、
外
出
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
日
常
生
活
を
安
心

し
て
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

・
高
齢
者
等
外
出
支
援
事
業

◇
生
活
環
境
の
整
備

　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
配
付
や
各
小

学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備
し
ま
す
。

・
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

◇
高
齢
者
な
ど
の
保
健
お
よ
び
福

　

祉
の
向
上
お
よ
び
増
進

　

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
て
、

き
め
細
や
か
な
情
報
伝
達
体
制
を

図
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
育
児

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

・
町
単
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

・
町
単
保
育
料
軽
減
事
業

◇
医
療
の
確
保

　

急
務
と
な
っ
て
い
る
医
師
確
保

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
地
域
医
療
対
策
事
業

◇
教
育
の
振
興

　

老
朽
化
し
て
い
る
学
校
施
設
の

耐
震
診
断
を
行
い
、
教
育
環
境
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

・
教
育
施
設
耐
震
化
診
断
事
業

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

◇
集
落
の
整
備

　

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
独
自
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
小
規
模
集
落
活
性
化
事
業

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
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平
成
21
年
度
決
算

〜 

総
額
２
０
９
億
７
８
３
万
円
の
ま
ち
づ
く
り 

〜

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

11
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
（
公

立
香
住
病
院
と
上
水
道
の
企
業
会

計
を
除
く
）
の
認
定
に
つ
い
て
、

９
月
定
例
議
会
に
提
案
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
11
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が

２
１
０
億
８
２
２
７
万
円
、
歳
出

総
額
が
２
０
９
億
７
８
３
万
円
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
額
は
、

１
億
７
４
４
４
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。（
表
１
）

一
般
会
計

　

歳
入
総
額
１
３
６
億
１
８
５
６

万
円
（
対
前
年
度
８
億
２
１
６
８

万
円
増
）、
歳
出
総
額
１
３
２
億

７
９
０
３
万
円
（
対
前
年
度
７
億

６
１
２
２
万
円
増
）
で
３
億
３
９

５
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
平
成
22
年
度
に
繰
り

越
す
９
０
０
６
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
の
黒
字
額
は
２
億
４
９
４

７
万
円
と
な
り
ま
す
。

歳
入
（
図
１
）

　

歳
入
総
額
の
う
ち
、
町
税
な
ど

の
自
主
財
源
で
あ
る
収
入
は
30
億

３
２
６
４
万
円
で
、
全
体
の
22
・

２
％
。
残
り
の
１
０
５
億
８
５
９

２
万
円
、
77
・
８
％
は
依
存
財
源

で
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
、
補

助
金
や
借
入
金
な
ど
で
す
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
歳
入
全
体
の

14
・
１
％
を
占
め
る
の
が
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

町
税
で
、
19
億
２
５
５
３
万
円
で

す
。

町税　14.1％町税　14.1％
　19億 2,553 万円　19億 2,553 万円

地方交付税　45.9％地方交付税　45.9％
　62億 4,814 万円　62億 4,814 万円

国庫支出金　11.5％国庫支出金　11.5％
　15億 6,014 万円　15億 6,014 万円

町債　11.3％町債　11.3％
　15億 3,446 万円　15億 3,446 万円

県支出金　5.6％県支出金　5.6％
　7億 7,195 万円　7億 7,195 万円

自
主
財
源

財

依

存

源

譲与税・交付金　3.5％譲与税・交付金　3.5％
　4億 7,123 万円　4億 7,123 万円

諸収入ほか　8.1％諸収入ほか　8.1％
　11億 711 万円　11億 711 万円

　

一
方
、
依
存
財
源
で
最
も
多
い

の
は
、
全
体
の
45
・
９
％
を
占
め

る
地
方
交
付
税
で
、
62
億
４
８
１

４
万
円
で
す
。

＜図 1＞一般会計歳入決算内訳

※
用
語
の
解
説

・
町
税

　

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金
で
す
。

・
地
方
交
付
税

　

町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

・
町
債

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に

国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
お
金

で
す
。

・
国
庫
支
出
金

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
負
担
金
、

補
助
金
な
ど
の
お
金
で
す
。

・
県
支
出
金

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に

県
か
ら
交
付
さ
れ
た
負
担
金
、

補
助
金
な
ど
の
お
金
で
す
。

[ 町税内訳 ]

町民税　　　  7 億 3,874 万円

固定資産税　10億 3,623 万円

軽自動車税　　 　 5,244 万円

たばこ税　　　  　8,757 万円

入湯税　　　　　  1,055 万円

[ 諸収入ほか内訳 ]

諸収入　　　　　4億 419 万円

繰入金　　　 　1億 5,972 万円

使用料・手数料　2億 929 万円

繰越金　　　　 1 億 7,308 万円

分担金・負担金　　 8,242 万円

財産収入　　　　　 3,888 万円

寄附金　　　　　 　3,953 万円

歳入 歳出 差引額

一般会計 13,618,558 13,279,026 339,532

特別会計 7,463,711 7,628,806 △ 165,095

合　計 21,082,269 20,907,832 174,437

＜表 1＞平成 21 年度一般会計・特別会計決算状況

（単位：千円）

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課



5 －広報 ふるさと香美 2010.10

【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

公債費　20.1％公債費　20.1％
　26億 7,216 万円　26億 7,216 万円

総務費　17.8％総務費　17.8％
　23億 5,957 万円　23億 5,957 万円

民生費　15.2％民生費　15.2％
　20億 1,887 万円　20億 1,887 万円

土木費　13.3％土木費　13.3％
　17億 6,813 万円　17億 6,813 万円

衛生費　10.2％衛生費　10.2％
　13億 6,096 万円　13億 6,096 万円

教育費　8.7％教育費　8.7％
　11億 5,122 万円　11億 5,122 万円

農林水産業費　5.8％農林水産業費　5.8％
　7億 7,595 万円　7億 7,595 万円

消防費　4.5％消防費　4.5％
　5億 9,939 万円　5億 9,939 万円

商工費　2.3％商工費　2.3％
　3億 274 万円　3億 274 万円

災害復旧費　1.1％災害復旧費　1.1％
　1億 4,152 万円　1億 4,152 万円

その他（その他（議会費・労働費議会費・労働費）　1.0％）　1.0％
　1億 2,852 万円　1億 2,852 万円

歳
出
（
図
２
）

　

歳
出
総
額
は
、
国
の
経
済
危
機

対
策
に
よ
る
地
域
活
性
化
・
公
共

投
資
臨
時
交
付
金
事
業
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
７
億
６
１
２

２
万
円
（
６
・
１
％
）
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
最

も
多
い
の
が
過
去
に
借
り
入
れ
た

借
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費

で
、
そ
の
額
は
26
億
７
２
１
６
万

円
、
歳
出
全
体
の
20
・
１
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

２
番
目
に
多
い
の
が
、
総
務
費

で
23
億
５
９
５
７
万
円
、
次
い
で

民
生
費
20
億
１
８
８
７
万
円
、
土

木
費
17
億
６
８
１
３
万
円
と
続
き

ま
す
。

＜図 2＞一般会計歳出決算内訳

町民 1人当たりに使われたお金町民 1人当たりに使われたお金

631,042 円631,042 円（前年度 584,098 円）（前年度 584,098 円）

公債費

126,986 円

　国などから借り入れ
たお金（町債）の返済
などに使ったお金です。

総務費

112,131 円

　新しいまちづくりや
戸籍、徴税、選挙、監
査事務など町の総括的
な事務に使ったお金で
す。

民生費

95,940 円

　社会福祉や医療費助
成など安定した社会生
活を保障するために
使ったお金です。

土木費

84,025 円

　道路、河川、町営住
宅などの整備や除排雪
経費を含む維持管理に
使ったお金です。

衛生費

64,675 円

　健康診断、各種診断、
ごみ処理など健康で衛
生的な生活環境を保つ
ために使ったお金です。

教育費

54,708 円

　幼稚園、小中学校、
社会教育など教育各般
に使ったお金です。

農林水産業費

36,874 円

　農業、林業、畜産業、
水産業の振興に使った
お金です。

消防費

28,484 円

　消防や救急活動に
使ったお金です。

商工費

14,387 円

　観光の振興や商工業
の振興などに使ったお
金です。

災害復旧費

6,725 円

　災害によって道路、
農地、山林などに生じ
た被害を復旧するため
に使ったお金です。

その他（議会費・労働費）

6,107 円

　町議会の運営や労働
対策などに使ったお金
です。

※町民１人あたりの計算
　は、平成 22 年 3 月末日
　現在の人口 21,043 人を
　基にしています。

町民税

35,106 円

固定資産税

49,243 円

軽自動車税

2,492 円

たばこ税

4,161 円

※町民１人あたりの計算
　は、平成 22 年 3 月末日
　現在の人口 21,043 人を
　基にしています。
※入湯税を除く

町民 1人当たりの税負担額町民 1人当たりの税負担額

91,002 円91,002 円（前年度 93,345 円）（前年度 93,345 円）

一
般
会
計
決
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
…
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

特
別
会
計
（
表
２
）

国
民
健
康
保
険
事
業

　

平
成
21
年
度
の
被
保
険
者
一
人

当
た
り
の
医
療
給
付
費
は
、
23
万

９
７
９
４
円（
前
年
度
比
１
・
６
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
特

定
健
康
診
査
事
業
な
ど
に
よ
る
被

保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
適

正
な
医
療
の
給
付
を
図
り
ま
す
。

老
人
保
健
事
業

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

に
伴
い
、
老
人
保
健
制
度
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
医

療
給
付
費
な
ど
の
支
払
請
求
に
対

応
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

い
て
、
保
険
料
の
徴
収
、
被
保
険

者
へ
の
保
険
証
や
通
知
書
の
引
渡

し
、
各
種
届
出
や
申
請
の
受
け
付

け
な
ど
の
関
連
事
務
を
行
い
ま
し

た
。介

護
保
険
事
業

　

平
成
21
年
度
末
の
第
１
号
被
保

険
者
数
（
65
歳
以
上
）
は
６
７
５

７
人
、
認
定
者
数
は
１
０
０
９
人
、

認
定
率
は
14
・
９
％
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
給
付
費
は
17
億
５

５
９
７
万
円（
前
年
度
比
４
・
２
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業

　

上
水
道
を
除
く
簡
易
水
道
施
設

は
26
ヵ
所
あ
り
、
こ
れ
ら
施
設
の

維
持
管
理
や
安
心
・
安
全
な
飲
料

水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
し
た
。

下
水
道
事
業

　

香
住
処
理
区
と
個
別
処
理
区

（
三
川
区
）
の
整
備
事
業
お
よ
び

町
内
に
21
ヵ
所
あ
る
集
合
処
理
区

の
維
持
管
理
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
供
用
開
始
後
の
水
洗
化
促
進

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

財
産
区

　

口
佐
津
財
産
区
と
長
井
財
産
区

の
管
理
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

町
立
地
方
卸
売
市
場
事
業

　

平
成
21
年
度
の
町
立
地
方
卸
売

市
場
の
水
揚
量
は
46
ｔ
（
前
年
度

比
26
・
４
％
減
）、
水
揚
金
額
は

６
５
３
万
円（
前
年
度
比
50
・
９
％

減
）
で
し
た
。
ま
た
、
施
設
使
用

料
は
１
１
５
万
円
（
前
年
度
比
25

・
５
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
宿
舎
事
業

　

平
成
21
年
度
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

イ
ン
今
子
浦
」
の
宿
泊
数
は
、
安

価
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
宿
舎
を

経
営
方
針
に
掲
げ
て
利
用
者
の
増

加
に
努
め
た
結
果
、
８
６
９
０
人

（
前
年
度
比
７
・
２
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
結
婚
式
で
の

利
用
は
７
組（
前
年
度
比
１
組
増
）

で
し
た
。

矢
田
川
憩
い
の
村
事
業

　

平
成
21
年
度
の
「
か
す
み
・
矢

田
川
温
泉
」
の
利
用
者
数
は
、
８

万
４
４
５
人（
前
年
度
比
３
・
２
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

宅
地
造
成
事
業

　

村
岡
区
光
陽
で
平
成
12
年
12
月

か
ら
20
区
画
の
分
譲
を
開
始
し
、

平
成
21
年
度
末
現
在
で
は
１
区
画

が
未
売
却
で
す
。

会　計　名 歳入 歳出 差引額

国民健康保険事業 2,716,745 2,886,854 △ 170,109

事業勘定 2,376,835 2,369,706 7,129

佐津診療施設勘定 15,042 39,027 △ 23,985

兎塚・川会・原診療施設勘定 38,321 187,949 △ 149,628

小代診療施設勘定 186,985 204,504 △ 17,519

兎塚・川会歯科診療施設勘定 99,562 85,668 13,894

老人保健事業 6,862 7,761 △ 899

後期高齢者医療保険事業 239,721 238,218 1,503

介護保険事業 1,908,988 1,908,801 187

簡易水道事業 579,618 579,617 1

下水道事業 1,921,346 1,921,146 200

財産区 3,874 971 2,903

町立地方卸売市場事業 1,632 1,632 0

国民宿舎事業 37,359 36,240 1,119

矢田川憩いの村事業 28,096 28,096 0

宅地造成事業 19,470 19,470 0

合　計 7,463,711 7,628,806 △ 165,095

＜表 2＞特別会計決算内訳
（単位：千円）

上
水
道
事
業

　

人
口
の
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及

か
ら
水
道
使
用
量
は

９
年
連
続
で
前
年
度

の
実
績
を
下
回
る
な

ど
、
今
後
も
減
少
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

今
後
も
、
事
務
事

業
の
経
費
節
減
や
有

収
率
の
向
上
を
図
り
、

安
心
・
安
全
な
飲
用

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
に
努

め
ま
す
。

貸借対照表（単位：千円）
資産の部 2,552,546
固定資産 2,311,626
流動資産 240,920

負債・資産の部 2,552,546
固定負債 982
流動負債 53,417
資本金 1,289,486
剰余金 1,208,661

収益的収入および支出など（単位：千円）
収益的収入差引（税抜き） 16,849
収入 192,428
支出 175,579

資本的収入差引（税込み） △ 145,998

収入 52,800

支出 198,798

平
成
21
年
度
企
業
会
計
報
告

※
７
月
臨
時
議
会
で
認
定
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

公
立
香
住
病
院
事
業

　

常
勤
医
師
が
４
名
で
、
病
院
の

運
営
は
依
然
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

職
員
給
与
費
の
削
減

や
低
利
債
へ
の
借
り

換
え
に
よ
る
支
払
利

息
の
縮
減
な
ど
の
経

費
削
減
効
果
に
加
え
、

介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
経
営
安
定
化
な

ど
に
よ
り
、
経
常
収

支
が
プ
ラ
ス
に
転
じ

ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
経
営
改
善
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
維
持
、

確
保
に
努
め
ま
す
。

貸借対照表（単位：千円）
資産の部 1,892,333
固定資産 1,589,655
流動資産 273,941
繰延資産 28,737

負債・資産の部 1,892,333
固定負債 403,400
流動負債 207,205
資本金 4,175,901
剰余金 △ 2,894,173

収益的収入および支出など（単位：千円）
収益的収入差引（税抜き） 79,293
収入 1,262,357
支出 1,183,064

資本的収入差引（税込み） △ 94,799

収入 438,384

支出 533,183

「
平
成
21
年
度
決
算
」

各
種
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
）
で
見
る

　

平
成
19
年
度
に
施
行
さ
れ
た

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

平
成
21
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全

化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
を

算
定
し
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付

し
て
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
決
算
に
お
け
る
実

質
公
債
費
比
率
は
24
・
６
％
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
行
財
政
改
革
や
平
成
20
年
度
に

行
っ
た
繰
上
げ
償
還
な
ど
に
よ
り
、

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し

た
。
今
後
、
こ
の
比
率
は
借
入
金

返
済
額
の
減
少
な
ど
に
よ
り
年
々

減
少
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率
（
表
３
）

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
（
香
美
町
で
は
、

一
般
会
計
・
矢
田
川
憩
い
の
村
事

業
特
別
会
計
）
の
赤
字
の
状
態
を

み
る
も
の
で
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
で
は
、
２
億

４
９
４
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
と
黒
字

の
合
計
の
状
態
を
み
る
も
の
で
、

平
成
21
年
度
決
算
で
は
、
２
億
７

２
０
４
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
の
返
済
額

と
、
特
別
会
計
の
借
入
金
の
返
済

額
の
う
ち
一
般
会
計
が
負
担
し
た

額
と
の
合
計
額
が
、
町
の
標
準
的

な
収
入
額
（
税
金
、
普
通
交
付
税

な
ど
）
に
対
し
て
３
ヵ
年
平
均
で

ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
か
を
み
る
も

の
で
、
自
由
に
使
え
る
財
源
の
何

割
を
返
済
金
に
充
て
て
い
る
か
を

意
味
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
で
は
24
・

６
％
で
、
平
成
20
年
度
決
算
の
26

・
６
％
に
比
べ
て
２
・
０
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
、
早
期
健
全
化
基
準
の

25
％
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
依
然

高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
原
因
は
、
学
校
施
設
、
道

路
、
上
下
水
道
の
整
備
を
集
中
的

に
実
施
し
た
こ
と
、
ま
た
公
立
香

住
病
院
と
公
立
村
岡
病
院
（
八
鹿

病
院
組
合
）
の
整
備
が
必
要
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
額
の

借
入
れ
を
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
の
必
要
性
、
緊
急

性
の
高
い
事
業
の
み
を
計
画
的
に

実
施
し
、
新
た
な
借
入
金
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
こ
と
で
こ
の
比
率

は
年
々
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
の
残
高
と
、

特
別
会
計
す
べ
て
の
借
入
金
の
残

高
の
う
ち
一
般
会
計
が
負
担
す
る

べ
き
残
高
相
当
額
の
合
計
額
が
、

標
準
的
な
収
入
額
（
税
金
、
普
通

交
付
税
な
ど
）
に
対
し
て
何
倍
か

を
み
る
も
の
で
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
で
は
２
１
０

・
４
％
で
、
標
準
的
な
収
入
額
の

２
・
１
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
20
年
度
決
算
の
２

４
１
・
５
％
に
比
べ
、
31
・
１
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
も
の
の
依

然
高
い
水
準
に
あ
る
た
め
、
実
質

資
金
不
足
比
率

　

水
道
、
下
水
道
、
病
院
な
ど
の

会
計
ご
と
に
資
金
不
足
の
状
態
を

み
る
も
の
で
、
各
会
計
の
使
用
料

な
ど
の
料
金
収
入
額
に
対
す
る
資

金
不
足
の
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
で
は
、
す
べ

て
の
会
計
（
簡
易
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
、
町
立
地
方
卸
売
市
場

事
業
、
国
民
宿
舎
事
業
、
宅
地
造

成
事
業
、
公
立
香
住
病
院
事
業
、

上
水
道
事
業
）
で
資
金
不
足
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

実質赤字
比率

連結実質赤字
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

平成 21年度決算 － － 24.6％ 210.4％

早期健全化基準 13.59％ 18.59％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.0％ 40.0％ 35.0％ 定められていない

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、
　「－」を記載しています。

＜表 3＞平成 21 年度決算における健全化判断比率

公
債
費
比
率
と
同
様
に
引
き
下
げ

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場新型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

　
               

〜 

10
月
１
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た 

〜

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
予
想
さ
れ
る

冬
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
で
は
手
洗
い

や
う
が
い
、
咳せ

き

エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
な
ど
を

勧
奨
し
予
防
対
策
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
健
康
被
害
の
低
減
に
有
効
と
さ
れ
て

い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

今
年
度
か
ら
従
来
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
昨
年
流
行
し
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
型
Ｈ
１
Ｎ
１
）
ワ
ク
チ
ン

を
加
え
た
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
は
「
季
節
性
」
と
「
新

型
」
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
接
種

が
可
能
と
な
っ
た
の
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を

混
合
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
、
季
節
性

と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
両
方
に
対
し
て

重
症
化
予
防
な
ど
の
対
策
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

接
種
回
数

　

・
13
歳
未
満
…
２
回

　

・
13
歳
以
上
…
１
回

　

た
だ
し
、
13
歳
以
上
で
基
礎
疾
患
を
持
つ

人
は
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
２
回
接
種
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
歳
未
満
の
乳
児
は
、
接
種
し
て

も
十
分
な
免
疫
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
す
る
際
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

接
種
協
力
医
療
機
関

　

町
内
で
接
種
で
き
る
接
種
協
力
医
療
機
関

は
表
１
の
と
お
り
で
す
（
10
月
１
日
か
ら
受

け
付
け
を
開
始
）。
接
種
を
希
望
す
る
医
療

機
関
へ
直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
65
歳
以
上
で
町
外
（
新
温
泉
町
を

除
く
）
の
医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
に
備

え
付
け
の
「
予
防
接
種
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
在

医療機関 接種日など 接種可能な年齢 電話番号

香
住
区

公立香住病院
満 13歳以上：月、水曜日
満 13歳未満：木、金曜日
いずれもの日も接種時間は 16:00 ～ 17:00

年齢制限なし 36・1166

下山医院
10月 18 日接種開始
診療時間内であれば接種可能

満 1歳以上 36・3250

山本クリニック
月、水、金曜日
いずれの日も接種時間は 14:00 ～ 14:30

満 13 歳以上 39・1525

村
岡
区

公立村岡病院
11月 1日接種開始
診療時間内であれば接種可能

満 1歳以上 94・0111

村瀬医院 10月中旬接種開始（月、木、金、土曜日のみ）小学校 1年生以上 94・0003

小
代
区
小代診療所

11月 1日接種開始
診療時間内であれば接種可能

年齢制限なし 97・2023

表１ 町内の接種協力医療機関
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
健
康
管
理

の
た
め
に
行
っ
て
い
る
各
種
健
診
事
業
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
10
月
末
ま
で
に

役
場
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
ぐ
る
み
総
合
健
診

●
と
き
、
と
こ
ろ　

　

・
11
月
11
日
（
木
）
午
前
８
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
　

香
住
文
化
会
館

　

・
11
月
18
日
（
木
）
午
前
８
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
　

村
岡
区
民
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　

香
美
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
次
の
人

　

・
特
定
健
診

　
　

20
歳
以
上
（
た
だ
し
、
国
民
健
康
保

　
　

険
以
外
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

 
 

歳
以
上
74
歳
以
下
の
被
扶
養
者
は
受

　
　

診
券
が
必
要
で
す
。
受
診
券
は
医
療

　
　

保
険
者
ま
た
は
勤
務
す
る
事
業
所
、

　
　

会
社
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
）

　

・
が
ん
検
診

　
　

40
歳
以
上
（
前
立
腺
が
ん
検
診
は
50

 
 

歳
以
上
の
男
性
）

　

・
腹
部
超
音
波
検
診

　
　

20
歳
以
上

項目
受診者区分

70歳未満 70歳以上

特定健康診査 1,300 円 無料

胸部検診 400 円 200 円

胃部検診 1,300 円 600 円

大腸検診 500 円 300 円

前立腺がん検診 600 円 300 円

腹部超音波検診 2,000 円 1,000 円

乳がん検診
（公立八鹿病院のみ）

2,800 円 1,400 円

◇受診料金（①、②共通）
　

公
立
八
鹿
病
院
総
合
健
診

●
と
き

　

11
月
〜
平
成
23
年
２
月
ま
で

●
対
象

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

◇
健
診
項
目
（
①
、
②
共
通
）

　

・
特
定
健
康
診
査
（
身
体
測
定
、
血
圧

　
　

測
定
、
検
尿
、
血
液
検
査
、
心
電
図
、

　
　

眼
底
、
診
察
）

　

・
胸
部
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

　

・
胃
部
検
診
（
胃
バ
リ
ウ
ム
検
診
）

　

・
大
腸
検
診
（
便
潜
血
反
応
２
日
法
）

　

・
前
立
腺
が
ん
検
診

　

・
腹
部
超
音
波
検
診

　

・
乳
が
ん
検
診
（
公
立
八
鹿
病
院
の
み
）

各
種
健
診
事
業
の
ご
案
内

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

接
種
費
用
の
自
己
負
担
額

　

表
２
の
と
お
り
で
す
。

接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）
が
、
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
に
接
種
し
た
場
合
、
申

請
に
基
づ
き
自
己
負
担
額
の
全
額
を
助
成
し

ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
…

①
接
種
時
に
助
成
券
を
利
用
す
る
方
法

　

接
種
の
際
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

券
」
を
提
示
す
れ
ば
、
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
助
成
券
を
利
用
で
き
る
の
は
、

町
内
の
接
種
協
力
医
療
機
関
と
豊
岡
市
内
の

医
療
機
関
（
公
立
豊
岡
病
院
を
除
く
）
お
よ

び
公
立
八
鹿
病
院
で
す
。

　

該
当
者
に
は
役
場
か
ら
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
役
場

ま
た
は
各
地
域
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
助
成
券
の
送
付
に
は
10
日
程
度
必
要
）。

②
接
種
後
に
自
己
負
担
額
を
払
い
戻
す
方
法

　

自
己
負
担
額
の
全
額
を
医
療
機
関
で
支

払
っ
た
場
合
や
助
成
券
が
届
く
ま
で
に
接
種

し
た
場
合
は
、
町
へ
払
い
戻
し
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

接
種
後
に
次
の
ア
か
ら
エ
を
役
場
ま
た
は

各
地
域
局
へ
持
参
し
、
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
手
続
き
は
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
…
予
防
接
種
済
証
ま
た
は
接
種
し
た
こ

　
　
　

と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
母
子
健
康
手

　
　
　

帳
も
し
く
は
健
康
手
帳

　

イ
…
領
収
書

　

ウ
…
払
戻
金
の
振
込
口
座
情
報

　

エ
…
印
鑑

　

年齢など 1回目 2回目

13歳未満 3,600 円 2,550 円
※ 2

13 歳以上 65歳未満 3,600 円 －

医師の判断により 2回
接種が必要な人 3,600 円 2,550 円

※ 2

65 歳以上　※ 1 2,000 円 －

医師の判断により 2回
接種が必要な人 2,000 円 2,550 円

※ 2

1 回目と異なる医療機関で接種する場合は 3,600 円※ 2…

60 歳以上 65 歳未満で心臓、腎臓、呼吸器の機能障害
などで日常生活が極度に制限される人およびヒト免疫
不全ウィルスによる免疫の機能障害があり、日常生活
がほとんど不可能な人を含む

※ 1…

表２ 町内接種協力医療機関での自己負担額

※
課
税
状
況
の
調
査
に
つ
い
て

　

助
成
該
当
者
の
課
税
状
況
を
調
査
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
書
の
送
付

は
10
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

課
税
状
況
の
調
査
に
同
意
で
き
な
い
場

合
、
10
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
役
場
ま

た
は
各
地
域
局
へ
そ
の
旨
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
同
意

し
た
も
の
と
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。
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▲スタート直後、暗闇のなかを走る選手

【
１
０
０
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

今
長
浩
一
（
大
阪
府
、

７
時
間
58
分
29
秒
）、
12
位 

才
田
崇た

か
ひ
と仁

（
村
岡
区
長
板
、
９
時
間
51
分
51
秒
）

女
子
▼
１
位 
出
野
ひ
ろ
み
（
大
阪
府
、

10
時
間
30
分
10
秒
）

【
88
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

岡
田
夏な

つ

き来
（
大
阪
府
、

７
時
間
09
分
15
秒
）、
21
位 
久
保
井
裕

介
（
小
代
区
神
水
、11
時
間
08
分
20
秒
）

女
子
▼
１
位 

上う

え

か

わ川
裕
子
（
大
阪
府
・

８
時
間
42
分
10
秒
）

【
44
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

中
野
正
道
（
大
阪
府
・

３
時
間
06
分
00
秒
）、
11
位 

中
村
智
彦

（
村
岡
区
大
糠
、
４
時
間
07
分
52
秒
）、

女
子
▼
１
位 

山
口
み
ゆ
き
（
神
戸
市
、

３
時
間
50
分
37
秒
）、
６
位 

中
村
美
穂

（
村
岡
区
大
糠
、
４
時
間
27
分
46
秒
）

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
】

出
場
73
人
中
、
69
人
完
歩

▼「あめ玉どうぞ！」（耀山口付近）

▲沿道から大きな声援！（福岡付近）▲栄養補給も大事！（射添エイド）

▲コンクールに参加した小代林業研究グループの皆さん

 
秋
の
気
配
漂
う
な
か
１
０
０
２
人
が
快
走
！　

　

第
13
回
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

村
岡
区
を
囲
む
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
を
駆
け
巡
る
高
低
差
９
０
０
ｍ
の
心
臓

破
り
の
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
「
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
が
９
月
26

日
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
13
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
昨
年
を
上
回
る
過

去
最
多
の
１
０
０
２
人
（
エ
ン
ト
リ
ー
１
０
７
４
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
、
１
０
０
㎞
、
88
㎞
、
44
㎞
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
過
酷
な
コ
ー

ス
を
激
走
。
完
走
率
は
84
・
９
％
で
し
た
。

　

各
部
門
の
優
勝
者
と
町
内
か
ら
参
加
し
た
各
部
門
最
高
順
位
の
人
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル　

　

小
代
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
が

　
　
　
　
　

近
畿
で
２
位
の
快
挙
！

　

県
代
表
と
し
て
小
代
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
（
井
上
孝
会
長
、

８
人
）
が
出
場
し
た
同
コ
ン
ク
ー
ル
（
８
月
26
〜
27
日
、
滋

賀
県
大
津
市
）。
優
勝
し
た
三
重
県
代
表
に
次
ぐ
２
位
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
「
地
域
の
年
輪
を
次
代
に
つ
な
ぐ 

〜
野

球
バ
ッ
ト
の
森
・
少
年
に
夢
を
〜
」
と
題
し
て
、
平
成
17
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
ア
オ
ダ
モ
植
樹
運
動
に
つ
い
て
発
表
。

　

小
代
区
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
小
代
美び

し

ょ

う少
ク
ラ
ブ
」
と
と

も
に
開
催
し
た
ア
オ
ダ
モ
植
樹
会
な
ど
世
代
を
超
え
た
活
動

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
内
か
ら
表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た

（
敬
称
略
）

自
然
歩
道
関
係
功
労
者
表
彰
（
環
境
省
）

　

（
長
年
に
わ
た
り
近
畿
自
然
歩
道
の
維
持
管
理
、
普
及
啓
発
活
動
に
貢
献
）

　

御
崎
自
治
会

　

９
月
３
日
、
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
（
新
温
泉
町
歌
長
）
で
行
わ
れ
た

こ
の
品
評
会
（
町
と
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
が
共
催
）
は
、
全
国
に
誇
る
「
但
馬
牛
」
の
原
産

地
と
し
て
、
町
内
産
子
牛
の
資
質
向
上
や
、
畜
産
農
家
の
交
流
に
よ
る
生
産
技
術
の

向
上
な
ど
を
目
指
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
牛
が
対
象
で
、
町
内
33

農
家
が
出
品
し
た
57
頭
（
雌
子
牛
44
頭
、
去
勢
13
頭
）
が
全
国
和
牛
登
録
協
会
の
登

録
審
査
基
準
に
基
づ
き
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

雄
・
雌
の
部
で
一
等
一
席
を
受
賞
し
た
中
村
さ
ん
は
、「
牛
の
つ
な
ぎ
運
動
を
し
っ

か
り
行
い
、
ま
た
猛
暑
対
策
と
し
て
大
型
送
風
機
を
導
入
し
、
食
欲
が
な
く
な
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
た
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲【雄・雌の部　一等一席】「みやふくよし」

 
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
「
但
馬
牛
」
の
伝
統
を
後
世
に
…　

　

第
６
回
香
美
町
子
牛
品
評
会 

前
期
の
部

◆
雄
・
雌
の
部

一
等
一
席
「
み
や
ふ
く
よ
し
」
中
村
ま
ゆ
み
（
小
代
区
東
垣
）

同
二
席
「
あ
き
よ
」
伊
沢
栄
一
（
村
岡
区
神
坂
）

同
三
席
「
た
に
た
か
な
り
」
上
田
伸
也　

（
村
岡
区
宿
）

同
四
席
「
ち
え
み
５
」
増
田 

丹あ
き
ら（

小
代
区
大
谷
）

同
五
席
「
ふ
く
て
る
」
今
井
正
人
（
小
代
区
秋
岡
）

◆
去
勢
の
部

金
賞
一
席
「
清
丸
福
」
上
田
伸
也
（
村
岡
区
宿
）

同
二
席
「
照
安
」
小
林
義
富
（
小
代
区
貫
田
）

同
三
席
「
大お

お
み
ぞ溝
７
」
門
垣 

馨　

（
小
代
区
実
山
）

（
賞
、
名
号
、
畜
主
名
、
産
地
の
順
、
敬
称
略
）

主
な
受
賞
牛

▲【去勢の部　金賞】「清丸福」

　

香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
海
上
花
火
大
会
に

お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
花
火
打
ち
上
げ
用

の
台
船
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る（
資
）

中
村
組
と
（
株
）
伊
藤
組
に
長
瀬
町
長
か
ら

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た

▲感謝状を贈呈された（資）中村組 中村暁
さとる

社長（写
　真左）と（株）伊藤組 伊藤基嗣社長（写真右）

み
な
さ
ん
に

に
じ
ゅ
う
ま
る
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文 

芸 

か 

み

小
代
俳
句
教
室

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属

　

の
各
団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

平
成
の
子
等
黙
祷
の
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

ま
ち
子

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
お
一
人
で
す
か　

鬼
や
ん
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 
捷し

ょ
う
こ子

台
風
に
立
ち
向
ふ
べ
く
杭
一
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
代

栃
拾
ふ
話
ど
こ
か
で
は
じ
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か
に
わ庭 

正
江

藪
が
ら
し
空
家
乗
っ
と
る
つ
も
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

焙ほ
う
じ
ち
ゃ茶

の
か
お
る
窓
辺
や
稲は

ざ架
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保 

祈
い
の
り

こ
の
里
の
コ
ス
モ
ス
に
み
る
母
の
笑
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下 

美
紀

声
と
ざ
す
百
千
の
蝉
虹
の
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

選
者　

尾
崎 

龍
り
ゅ
う

町
有
地
の
売
却

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
総
務
課

　

将
来
的
に
利
用
予
定
の
な
い
町
有
地
（
２

件
）
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

　

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
役
場
備

え
付
け
の
申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

平
成
22
年
11
月
９
日
（
水
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

　

な
お
、
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
に
お
問
い
合
せ
い
た
だ
く

か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最低賃金を改正
労働者の皆さんへ

●問い合わせ先　兵庫労働局労働基準部賃金課

　　　　　　　　℡ 078・367・9154

　　　　　　　但馬労働基準監督署

　　　　　　　　℡ 0796・22・5145

　兵庫県の最低賃金が平成 22 年 10 月 17 日に改正

され、時間額で 734 円となる予定です。

　なお、繊維工業、靴下製

造業ほか 8 件の特定（産業

別）最低賃金が適用される

業種は、例年 12月 1日に改

正されます。

物
件
番
号
１

建　物
住宅部分
構　造 木造瓦葺 2階建
床面積 1階…105㎡、2階…47㎡

車庫部分
構　造 木造瓦葺 2階建
床面積 15㎡

土　地
所在地 香住区若松字新田 548 番 6
地　積 309.12㎡
地　目 宅地

●物件番号１の概要●物件番号１の位置・外観

公立香住病院

町
道
香
住
市
街
地
線

香
住
谷
川

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

至 

豊
岡

至 

村
岡

物件番号１

最
低
売
却
価
格
…
１
９
５
１
万
円

土　地
所在地 村岡区黒田字上エ中 148 番 1
地　積 227.37㎡
地　目 宅地

建　物（住宅）
構　造 木造瓦葺 2階建
床面積 139㎡

●物件番号 2の概要●物件番号２の位置・外観

黒田バス停

兎
塚
浄
化

セ
ン
タ
ー

黒
田
区

公
民
館

国
道
９
号湯

舟
川

至 

香
住

至 

養
父

物件番号 2

物
件
番
号
２

最
低
売
却
価
格
…
１
４
８
万
円
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求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 22年 9月 18 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

過
去
最
多
と
な
っ
た
「
村

岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ

ン
ニ
ン
グ
」。
記
録
を
目
指

し
自
分
自
身
と
闘
う
人
や
マ

イ
ペ
ー
ス
で
レ
ー
ス
を
楽
し

む
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
そ
れ

に
も
増
し
て
、
地
元
の
皆
さ

ん
が
い
か
に
こ
の
大
会
と
ラ

ン
ナ
ー
を
大
事
に
思
っ
て
い

る
か
。
あ
の
温
か
い
声
援
を

聞
け
ば
、
毎
年
ラ
ン
ナ
ー
が

村
岡
に
戻
っ
て
く
る
の
も
当

然
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　

（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※このコーナーは、先月（8/23 ～ 9/22）の届出分の内、
　承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（8/23 ～ 9/22）の届出分の内、
　承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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写真でつづる
まちのできごと

Photo News

中
世
の
山
城
跡
を
訪
ね
て

ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座
（
９
月
５
日
、
ふ
れ
あ
い
歴
史
公
園
）

　

こ
の
講
座
は
６
月
か
ら
11
月
ま
で
月
１
回
、
３
区
の
歴
史
、
自
然
、
文

化
な
ど
身
近
な
ふ
る
さ
と
を
学
ぼ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
４
回
目
と

な
る
こ
の
日
の
講
座
に
は
約
１
０
０
人
が
参
加
。
な
か
に
は
鳥
取
市
や
姫

路
市
か
ら
訪
れ
た
人
も
い
て
、
講
座
開
設
以
来
も
っ
と
も
多
い
参
加
者
数

と
な
り
人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

初
め
に
小
代
区
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
で
講
義
を
受
講
。
語
り
部
を
務
め

た
田
村
哲
夫
さ
ん
（
小
代
区
貫
田
）
は
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
の
一
人
。

参
加
者
は
、
ふ
れ
あ
い
歴
史
公
園
に
あ
る
城

じ
ょ
う
や
ま
じ
ょ
う

山
城
跡
や
築
城
当
時
の
時
代

背
景
な
ど
の
詳
し
い
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

「
中
世
の
山
城
跡
を
通
し
て
、
昔
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
そ
こ
に
息
づ
く
歴

史
な
ど
に
想
像
を
か
き
た
て
る
こ
と
が
大
事
」
と
田
村
さ
ん
が
講
義
を
締

め
く
く
っ
た
後
、
参
加
者
は
ふ
れ
あ
い
歴
史
公
園
に
移
動
。
昔
の
遺
構
が

残
る
城
山
城
跡
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

尾
根
筋
か
ら
の
攻
撃
を
阻
む
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
「
堀ほ

り

き

り切
」
や

「
主し

ゅ
か
く郭
」
と
呼
ば
れ
る
城
の
中
心
部
な
ど
を
散
策
し
た
参
加
者
。
小
代
区

大
谷
方
面
が
一
望
で
き
る
丸
太
組
み
の

矢
倉
に
登
っ
た
り
し
な
が
ら
語
り
部
の

説
明
を
聞
き
、
昔
に
思
い
を
は
せ
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
、今
西
康
喜
さ
ん
（
香

住
区
上
計
）
は
「
説
明
を
聞
き
な
が
ら

現
地
を
見
る
と
当
時
の
こ
と
が
目
に
浮

か
ん
で
く
る
よ
う
で
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

年
内
に
あ
と
２
回
予
定
さ
れ
て
い
る

同
講
座
。
身
近
に
あ
り
な
が
ら
意
外
と

知
ら
な
い
歴
史
や
文
化
を
肌
で
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

▲主郭にある丸太組みの矢倉と周辺を散策する参加者

　

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
、
稲
刈
り
を
通
し
て
棚
田
を
満
喫

し
よ
う
と
行
わ
れ
た
こ
の
祭
り
は
、
棚
田
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝

え
る
と
と
も
に
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
方
法
を
模
索
し
よ
う
と
、
地
元

和
佐
父
地
区
（
森
价よ

し
の
り紀

区
長
、
16
戸
）
と
香
美
町
村
岡
観
光
協
会
が
共
催
し
、

今
年
初
め
て
開
催
し
た
も
の
。
こ
の
日
は
村
岡
中
学
校
３
年
生
を
含
む
約
３

０
０
人
が
参
加
し
、
稲
刈
り
作
業
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

「
和
佐
父
・
西
ヶ
岡
」
の
棚
田
は
小
代
区
貫
田
の
「
う
へ
山
」
棚
田
と
と
も
に
、

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
に
農
林
水
産
省
が
認
定
し
た
日
本
の
棚
田
百
選

の
一
つ
。標
高
約
２
８
０
〜
４
０
０
ｍ
に
約
７
ha
、１
２
６
枚
の
田
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
集
落
か
ら
は
細
く
急
な
農
道
し
か
な
く
大
型
農
機
具
で
の
作
業

は
困
難
、
ま
た
近
年
は
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
耕
地
の
維
持
も
難
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
つ
り
の
冒
頭
、
森
区
長
は
「
長
い
歴
史
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
棚
田

は
『
日
本
の
原
風
景
』
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
祭
り
を
契
機
に
、
多

く
の
人
に
棚
田
の
素
晴
ら
し
さ
と
保
全
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
参
加
者
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
か
ま
を
手
に
次
々

と
稲
を
刈
り
取
り
、
稲
木
に
か
け
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
中
学
校
３
年
の
岸
祐ゆ

う

き希
さ
ん
（
村
岡

区
高
井
）
と
宝
垣
和

の
ど
か

さ
ん
（
同
区
味
取
）

は
「
久
し
ぶ
り
に
稲
を
刈
っ
た
の
で
難
し

か
っ
た
。
で
も
、
と
て
も
楽
し
く
、
い
い

体
験
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

作
業
の
後
、
村
岡
産
の
新
米
で
作
っ
た

お
に
ぎ
り
や
矢
田
川
み
そ
と
新
じ
ゃ
が
い

も
な
ど
を
使
っ
た
み
そ
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

棚
田
の
美
し
い
景
観
を
見
な
が
ら
参
加
者

は
味
覚
の
秋
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
宝
「
棚
田
」
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

棚
田
景
観
ま
つ
り
（
９
月
10
日
、
村
岡
区
和わ

さ

ぶ

佐
父
地
区
）

▲稲刈りを楽しむ参加者
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９
月
１
日
に
漁
が
解
禁
と
な
っ
た
秋
の
味
覚
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
。

　

近
畿
地
方
で
は
香
住
漁
港
だ
け
で
水
揚
さ
れ
て
い
る
秋
の
味
覚
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
行
わ

れ
た
こ
の
祭
り
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
に
は
、
昨
年
を
上
回
る
２
万
５
０
０
０
人
が
来

場
。
焼
き
ガ
ニ
や
カ
ニ
汁
な
ど
に
舌し

た
つ
づ
み鼓

を
打
ち
ま
し
た
。

　

香
住
ガ
ニ
と
は
、
小
型
ベ
ニ
ガ
ニ
船
団
を
中
心
に
日
帰
り
漁
で
持
ち
帰
っ
た
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
の
う
ち
、
身
詰
ま
り
や
大
き
さ
な
ど
の
厳
し
い
選
別
に
合
格
し
た
も
の
を
指
し
、

甘
み
が
強
く
、
み
ず
み
ず
し
い
肉
質
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

同
実
行
委
員
長
の
清
水
浩ひ

ろ
ひ
と仁

さ
ん
（
香
住
観
光
協
会
長
）
は
「
香
住
ガ
ニ
を
食
べ
る
な

ら
香
住
、
香
住
ガ
ニ
を
買
う
な
ら
香
住
。
ぜ
ひ
香
住
に
来
て
い
た
だ
き
、
本
場
の
味
を
堪

能
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
「
松
葉
く
ん
」
や
「
か
す
み
ち
ゃ
ん
」
な
ど
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
も
登
場
。
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

セ
リ
の
雰
囲
気
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
、
来
場
者
が
海
産
物
を
セ
リ
落
と
す
「
素
人

セ
リ
市
」
で
は
、
但
馬
漁
協
の
セ
リ
人
掛
け
声
と
と
も
に
セ
リ
が
開
始
。
格
安
の
値
段
で

香
住
ガ
ニ
を
は
じ
め
５
種
類
の
海
の
幸
が
セ
リ
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
で

も
気
軽
に
香
住
ガ
ニ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ

た
民
宿
経
営
者
な
ど
に
よ
る
「
香
住
ガ
ニ
捌さ

ば

き
方
教
室
」。

大
阪
府
高
槻
市
か
ら
訪
れ
た
折
田
政
之
さ
ん
は
「
教
わ
っ

た
こ
と
を
早
速
、
家
で
試
し
て
み
た
い
。
で
も
そ
の
前
に

カ
ニ
を
買
っ
て
帰
ら
な
い
と
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

香
住
ガ
ニ
の
漁
期
は
来
年
５
月
31
日
ま
で
の
約
８
ヵ

月
。
こ
の
祭
り
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん

に
香
住
ガ
ニ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
香
住
を
訪
れ
る
観
光

客
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
海
の
冬
の
味
覚
「
松
葉
ガ
ニ
」
も
11
月
６

日
に
解
禁
（
漁
期
は
来
年
３
月
20
日
ま
で
）。
解
禁
日
に

は
柴
山
漁
港
で
「
祝
！
か
す
み
松
葉
ガ
ニ
初
セ
リ
ま
つ

り
」
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
海
の
味
覚
「
香
住
ガ
ニ
」
は
い
か
が
？

香
住
ガ
ニ
ま
つ
り
（
９
月
11
日
、
香
住
漁
港
西
港
）

▲新鮮な香住ガニを買い求める来場者

　

ふ
る
さ
と
を
大
事
に
想
う
気
持
ち
を
育
も
う
と
、
県
立
香
住
高
等
学
校
（
野
村
道

彦
校
長
、
３
３
７
人
）
の
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
手
作
り

カ
ヌ
ー
の
進
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
進
水
式
は
平
成
19
年
に
１
回
目
を
行
い
、
今
回
が
３
回
目
。
カ
ヌ
ー
は
県
建

築
士
会
浜
坂
支
部
青
年
部
会
の
指
導
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
兎
和
野
高
原
野
外
教

育
セ
ン
タ
ー
の
園
地
内
整
備
の
際
に
間
伐
さ
れ
た
ス
ギ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

「
海
龍
号
」
と
命
名
さ
れ
た
香
住
高
校
生
徒
が
製
作
し
た
２
人
乗
り
カ
ヌ
ー
は
、

長
さ
約
６
・
０
ｍ
、
幅
約
０
・
７
ｍ
。
製
作
に
は
約
半
年
か
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
日
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
た
後
、
香
住
高
校
生
徒
の
製

作
し
た
カ
ヌ
ー
１
艇
を
含
む
６
艇
に
関
係
者
が
乗
り
込
み
、
海
に
漕
ぎ
出
し
ま
し
た
。

　

製
作
し
た
香
住
高
校
生
徒
の
一
人
で
、
進
水

式
で
カ
ヌ
ー
の
命
名
を
行
っ
た
濱
戸
良
太
郎
さ

ん
（
同
校
３
年
、
香
住
区
森
）
は
、「
思
っ
た

よ
り
製
作
に
日
数
が
か
か
り
ま
し
た
。
自
分
た

ち
の
作
っ
た
カ
ヌ
ー
で
海
を
自
由
に
漕
い
で
み

た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
香
住
海
洋
ク
ラ
ブ
か
ら
オ
ー
ル

の
使
い
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
た
後
、
カ
ヌ
ー

に
挑
戦
。
そ
の
後
、
今
年
中
の
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
を
目
指
す
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
の
海
岸
線
で
清
掃
活
動
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
で
海
か
ら
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
応
援
！

手
作
り
カ
ヌ
ー
進
水
式
（
８
月
28
日
、
香
住
区
浦
上
）

▲カヌーで日本海に漕ぎ出す県立香住高校の生徒
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／
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まちのうごき

（平成 22 年 9 月 1 日現在）

合　計　21,019 人（－  26）

　男　　10,012 人（－   7）

　女　　11,007 人（－  19）

世帯数  6,893 世帯（－   6）

カッコ内は前月比

第
５
回

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

昔
の
人
た
ち
の
住
居
の
跡
、
す
な
わ
ち
遺
跡
と
し
て
名
前
が
つ
け
ら
れ

ま
す
。
広
井
の
遺
跡
は
「
上
ノ
山
遺
跡
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

遺
跡
は
必
要
に
応
じ
て
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、

昔
の
人
が
居
住
す
る
前
後
の
土
の
色
の
違
い
に
よ
っ
て
、
地
面
に
刻
ま

れ
た
柱
の
跡
な
ど
を
発
掘
し
て
い
き
ま
す
。
上
ノ
山
遺
跡
で
見
つ
か
っ

た
柱
の
跡
は
直
径
４
ｍ
の
円
を
描
く
よ
う
に
並
ん
で
お
り
、
円
の
内
側

は
お
皿
の
よ
う
に
少
し
へ
こ
ん
で
い
ま
す
。

太
古
の
暮
ら
し
を
今
に
伝
え
る

　

今
回
は
昔
む
か
し
の
お
話
で
す
。

　

小
代
区
広
井
の
広
井
多
目
的
山
村
広
場
の
南
側
、
平
屋
の
建
物
内
に

ポ
コ
ポ
コ
と
穴
の
あ
る
地
面
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
こ
れ
は

一
体
、
何
の
穴
で
し
ょ
う
？ 

　

実
は
こ
の
穴
、
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
た
跡
な
の
で
す
。
大
昔
、
こ
の

地
に
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
家
を
建
て
る
た
め
に
地
面
を
掘
っ
て

柱
を
立
て
ま
し
た
。
や
が
て
そ
の
人
た
ち
も
去
り
、
残
さ
れ
た
家
は
雨

風
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
家
の
柱
や
屋
根
な
ど
木
や
植
物
で
で
き
た
部

分
は
徐
々
に
腐
り
、
土
に
埋
も
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
場
所

に
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
も
忘
れ
去
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
長
い
年
月
が
た
ち
、
偶
然
そ
の
場
所
を
掘
り
返
し
て
み
る

と
、
昔
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち
が
使
用
し
た
道
具
な
ど
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
人
が
生
活
し
て
い
た
可
能
性
が
確
認
で
き
る
と
、

▲２号住居跡　
（矢印の部分が柱の跡、点線の部分が住居の範囲です）

　

こ
れ
は
竪
穴
住
居
跡
と
呼
ば
れ
、
上
ノ
山
遺
跡
で
は
こ
の
よ
う
な
住

居
跡
が
４
ヵ
所
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
住
居
跡
か
ら
は
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
上
ノ
山
遺
跡
で
は
す
べ
て
の
住
居
の
床

に
火
を
お
こ
し
た
跡
が
あ
り
、
家
の
中
で
簡
単
な
調
理
や
暖
を
と
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
付
近
か
ら
は
表
面
に
縄
の

跡
を
つ
け
る
縄
文
土
器
と
呼
ば
れ
る
土
器
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
土
器

の
造
ら
れ
た
年
代
か
ら
、
こ
の
住
居
跡
は
今
か
ら
７
０
０
０
年
前
、
縄

文
時
代
早
期
に
生
活
し
て
い
た
人
々
の
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
打
製
石
斧
と
呼
ば
れ
る
石
を
割
っ
て
作
っ
た
斧
も
出
土
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
上
ノ
山
遺
跡
の
住
居
跡
は
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
年
）、
今
か

ら
24
年
前
に
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
す
。
山
村
広
場
造
成
工
事
の
予
定
範

囲
で
あ
っ
た
た
め
、
今
の
場
所
に
移
設
、
保
存
さ
れ
、
平
成
５
年
（
１

９
９
３
年
）
に
町
指
定
史
跡
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
町
内
で
住
居
跡

を
発
掘
当
時
の
ま
ま
の
姿
で

見
学
で
き
る
の
は
こ
の
場
所

だ
け
で
す
。

　

隣
に
は
古
墳
時
代
の
住
居

な
ど
を
復
元
し
た
「
古
代
体

験
の
森
」
も
あ
り
ま
す
。
こ

こ
を
訪
れ
て
、
こ
の
地
で
暮

ら
し
た
先
人
の
生
活
に
思
い

を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

上
ノ
山
遺
跡 

縄
文
時
代
住
居
跡

▼住居跡から見つかった打製石斧


